
フィリピン共和国マリキナ市と
姉妹都市交流協定を締結！

友好記念品 美術作品を贈呈
境町からは富士山をテーマにした版画作品（富張広司氏 : 作）
を贈呈、テオドロ・マリキナ市長からは靴が友好記念品とし
て贈られました。

　
５
月
18
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

マ
リ
キ
ナ
市
の
迎
賓
会
場
カ
ピ
タ

ン
・
モ
イ
に
て
、
境
町
と
マ
リ
キ
ナ

市
の
姉
妹
都
市
交
流
協
定
の
締
結
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。境
町
一
行
は
、

マ
リ
キ
ナ
市
の
特
産
品
で
あ
る
靴
を

持
っ
た
子
供
た
ち
の
鮮
や
か
な
歓
迎

の
踊
り
で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
・

R
・
テ
オ
ド
ロ
・
マ
リ
キ
ナ
市
長
を

は
じ
め
、
ジ
ョ
セ
リ
ト
・
リ
ベ
ラ
・

マ
リ
キ
ナ
大
学
学
長
、
教
育
関
係
の

責
任
者
や
、
市
幹
部
が
出
席
、
境
町

か
ら
は
、
橋
本
町
長
、
半
村
県
議
会

議
員
、
倉
持
議
長
は
じ
め
町
議
会
議

員
、増
田
教
育
長
、青
谷
教
育
委
員
、

ま
た
、
今
回
の
姉
妹
都
市
交
流
締
結

に
尽
力
い
た
だ
い
た
遠
藤
元
財
務
副

大
臣
、
A
K
I
財
団
の
大
類
理
事

長
、
そ
し
て
、
日
本
大
使
館
内
田
総

領
事
に
出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
っ
て
、
境

町
に
マ
リ
キ
ナ
市
で
研
修
を
受
け
た

英
語
教
師
を
招
く
教
育
事
業
や
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
を
積
極
的
に
進
め
た
い
考

え
で
す
。

　
締
結
式
終
了
後
は
、
マ
リ
キ
ナ
大

学
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
マ
リ
キ

ナ
大
学
は
9
0
0
0
人
の
学
生
数

を
誇
り
、
日
本
語
を
第
２
外
国
語
と

し
て
専
攻
す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
橋
本
町
長
も
学
生
た
ち
と
懇
談

し
、
町
長
に
向
け
ら
れ
る
質
問
に
学

生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
文
化
を

通
じ
て
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

学
生
も
多
く
、
大
変
親
日
で
あ
る
と

い
う
印
象
も
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
A
K
I
財
団
に
て
境

町
へ
招
く
英
語
教
師
の
面
接
を
行
い

ま
し
た
。
３
名
の
募
集
に
対
し
６
名

の
応
募
が
あ
り
、
今
後
の
活
躍
に
期

待
が
持
て
る
面
接
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
は
選
ば
れ
た
３
名
の
教
師

を
招
き
、
境
町
の
子
ど
も
た
ち
の
英

語
力
の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

フィリピンの伝統的な歓迎の儀式

締結式会場のカピタン・モイに
て、特産品の靴を持ち歓迎の儀
を踊るマリキナ市の皆さん。カ
ラフルな衣装も印象的

締結式にて両市町の今後の友
好関係を期待し熱い握手を交
わす、マリキナ市長と橋本町長

協定の締結式にて。遠
えんどう

藤乙
おとひこ

彦元財務副大臣（後列右から 7 番目）、日本大使館内田総領事（前列右端）、テオドロ・マリキナ市長（同 5 番目）、AKI 財団の
大
おおるいあきつぐ

類晶嗣理事長（同 7 番目）、

Philippines

境の子供たちに世界基準の英語力を！

マリキナ大学 現地大学生と交流
マリキナ大学を訪問し学生との交流を行いました。マリキ
ナ大学はテオドロ市長が市議時代に「貧しい子供たちのた
めに大学を作りたい」という志から創設された大学です。
今学期から学費が全額無料になったものの、実験室やパソ
コンなどが不足している課題を抱えています。
　活発な質疑応答が繰り広げられ、町長からの「日本に来
たい方はいますか？」の問いかけに多くの生徒の手が挙が
りました。

What's マリキナ市
シューズキャピタル（靴の都）としても有名で、人口は約 45 万人。

Voice

　フィリピンは、好調な経済と、高
い英語力、国民の平均年齢が 23 才と
いう若い力で発展し続けている国で
す。現地ではフィリピンの方たちの
温かさを実感しました。今回の姉妹
都市交流協定により、今後境町で実
施される子どもたちへの英語教育か
ら町民レベルの友好交流につなげて
いきたいと思います。

町での英語教育を通して
町民との友好交流へ

男女共同・国際室
係長　坂井 静香

海外自治体と初
の姉妹都市提携

在フィリピン日本国大使館

締結式会場のカピタン・モイ

AKI財団 英語教師の面接を実施
フィリピン共和国で日本語教室を運営している AKI 財団（大
類晶嗣理事長）を訪問し、今年境町へ招く英語教師の面接
を行いました。来年度は約 20 名の教師を招く予定です。
　大類理事長は「この英語教育を公立学校に取り入れる境
町の取り組みはモデルケースになる」と期待を述べました。

　今回マリキナ市のみなさんと共に、全国に先駆けて
先進的な英語教育を境町に取り入れます。日本の英語
力はアジア 27 カ国中 26 位です。私はフィリピンの
素晴らしい英語力を境町から日本へ広げていきたいと
思います。
　この取り組みをマリキナ市と成功させることによっ
て、国際感覚に優れた子どもたちが育っていくと確信
していますので、今後の教育事業へのご協力をお願い
いたします。また、今回の交流を通じ、マリキナ市の
子どもたちと境町の子どもたちとの間に相互理解が深
まり、将来にわたって友好交流が継続されていくこと
を希望いたします。　　　　　　　（締結式挨拶より抜粋）　

先進的な
英語教育を
境町へ

●橋本町長

「 「

　この度の締結によりまして境町とマリキナ市が文化
的、教育的、そして事業・ビジネスを通じた交流が広
がることを期待しております。今回の姉妹都市締結と
いいますのは、既に 100 年近くかけて培われてきた
両国の偉大な友好関係をさらに強化し、我々が継続す
るものであります。マリキナ市と境町が両市町ともお
互いに栄光を受けられんことをお祈りしています。

（締結式挨拶より抜粋）

ビジネスの
機会拡大に
期待します

●テオドロ市長

「 「
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
教
師
を
招
き

英
語
力
の
底
上
げ
を
目
指
す

　今回のマリキナ市と境町の姉妹都市提携によって、
特に教師の派遣を通じたお互いのトレーニング・研修
でありますとか、グローバルな教育が育まれることと
なり、まさに 21 世紀のあるべき姉妹都市提携の形と
して考えられると思います。日本大使館といたしまし
ても、両自治体のパートナーシップが今後も継続され
ることを期待しております。　　　 （締結式挨拶より抜粋）

21世紀の
姉妹都市提携

●内田総領事

「 「
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境町の取り組み最前線
広がる国際交流


